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市
内
小
中
学
校
の
「
い
じ
め
」
の

現
状
を
ど
う
把
握
し
、
ど
の
様
な
対
策

を
と
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

昨
年
度
の
「
い
じ
め
」
の
認
知
件

数
は
小
学
校
７
件
、
中
学
校
12
件
あ
り

全
て
解
消
済
み
。
今
年
度
９
月
現
在
で

小
学
校
９
件
、
中
学
校
16
件
あ
り
、
こ

れ
ら
も
解
消
し
て
い
る
。
月
ご
と
の
ア

ン
ケ
ー
ト
、
生
活
記
録
ノ
ー
ト
を
活
用

し
、
教
師
が
子
供
た
ち
に
寄
り
添
っ
て

「
心
の
変
化
」
に
気
付
く
よ
う
指
導
し

て
い
る
。

　
　

私
の
学
生
時
の
経
験
上
、
教
師
か

ら
見
た
「
い
じ
め
」
の
定
義
付
け
、
区

別
、
発
見
と
い
う
の
は
非
常
に
難
し
い

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な

意
識
、
考
え
を
持
っ
て
教
師
の
指
導
を

し
て
い
る
の
か
。

　
　

ま
ず
、『
ど
ん
な
小
さ
な
子
供
の

サ
イ
ン
で
も
見
逃
す
な
』
と
い
う
事
、

『
個
別
面
談
、
教
育
相
談
な
ど
初
期
段

階
で
も
組
織
的
対
応
を
図
る
』
と
い
う

事
、『
自
分
に
嫌
な
事
は
他
人
に
や
っ

て
は
い
け
な
い
と
い
う
道
徳
教
育
』
を

す
る
事
。
こ
の
３
つ
を
徹
底
し
、「
い

じ
め
を
許
さ
な
い
子
供
た
ち
」
に
す
る

た
め
に
、
教
師
の
指
導
力
向
上
を
図
っ

て
い
く
。

　
　

我
が
国
の
子
供
た
ち
が
将
来
、
他

国
の
国
旗
を
燃
や
す
よ
う
な
民
度
の
低

い
行
為
を
し
な
い
た
め
に
も
、
正
し
い

歴
史
認
識
と
、
正
し
い
愛
国
心
を
持
た

せ
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
の
中
学

２
、３
年
生
の
「
領
土
問
題
記
述
の
無

い
」
教
科
書
へ
の
対
応
は
。

　
　

こ
の
４
月
に
新
た
な
「
領
土
問
題

記
述
の
あ
る
」
教
科
書
が
改
め
て
中
学

２
、
３
年
生
に
も
配
布
さ
れ
た
。

　
　

教
育
委
員
会
は
教
職
員
へ
の
指
導

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

　
　

市
立
小
中
学
校
管
理
規
則
お
よ
び

職
員
服
務
規
程
に
基
づ
き
適
正
な
管
理

を
行
っ
て
い
る
。
月
１
回
の
校
長
会
議

で
は
人
材
育
成
、
危
機
管
理
な
ど
に
お

い
て
教
育
長
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

23
年
度
の
教
育
相
談
件
数
は
何
件

く
ら
い
寄
せ
ら
れ
た
か
。

　
　

相
談
件
数
63
件
、
延
べ
相
談
回
数

１
５
２
１
回
で
あ
る
。
人
間
関
係
の
ト

ラ
ブ
ル
６
件
の
内
容
は
、
仲
間
は
ず
れ

に
関
す
る
相
談
が
１
件
、
い
じ
め
関
連

が
５
件
で
あ
る
。

　
　

近
年
、
10
代
後
半
く
ら
い
ま
で
は

男
女
で
脳
の
発
達
過
程
に
お
け
る
違
い

か
ら
男
女
別
学
級
を
提
唱
す
る
脳
学
者

が
多
く
い
る
が
、
市
で
も
費
用
を
必
要

と
せ
ず
成
果
が
見
込
め
る
男
女
別
学
級

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。
難
関
、
国
立

大
学
へ
多
く
の
合
格
者
を
輩
出
す
る
の

は
男
女
別
高
校
で
あ
る
事
実
を
考
慮
し

た
ら
ど
う
か
。

　
　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
促

進
す
る
立
場
か
ら
考
え
て
い
な
い
。

　
　

最
近
、
捨
て
猫
や
飼
い
犬
の
散
歩

中
に
道
端
に
糞
を
さ
れ
て
困
っ
て
い
る

市
民
か
ら
、
罰
則
条
例
制
定
の
要
請
が

多
く
あ
る
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
「
犬
や
猫
を
捨
て
る
こ
と
は
法
律

で
50
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
」
と

定
め
ら
れ
、
犬
の
糞
に
つ
い
て
は
県
内

８
自
治
体
で
罰
則
規
定
が
あ
る
。
市
の

環
境
保
全
条
例
で
は
、
糞
の
適
正
処
理

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
罰
則
条
例

は
な
い
。
今
後
、
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
く
。

◎
職
員
防
災
訓
練
に
つ
い
て

◎
随
意
契
約
に
つ
い
て

新しい地理教科書の記述

飼い犬に関する条例

答

秩
父
の
「
い
じ
め
」
の
現
状

彩
政
会　

新　

井　
　
　

豪

教
育
行
政
に
つ
い
て

新
風　

上　

林　

富　

夫

問答問答

問

答 問

答

問 答 問 問答

●
我
が
国
の
領
土
・
歴
史
の
教
育

●
動
物
飼
育
管
理
に
つ
い
て
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理
科
離
れ
の
解
消
を
目
指
し
、
毎

年
実
施
し
て
き
た
。
６
回
目
と
な
る
今

年
度
は
、
東
京
理
科
大
の
飯
田
先
生
、

埼
玉
大
の
芦
田
先
生
の
協
力
に
よ
り
物

理
、
化
学
の
２
教
室
に
分
け
て
行
っ
た
。

１
８
４
人
の
参
加
希
望
者
を
１
２
０
人

に
絞
っ
た
。
希
望
者
全
員
を
受
け
入
れ

る
施
設
（
机
が
あ
れ
ば
体
育
館
で
も
可

能
）
を
確
保
で
き
な
い
か
。

　
　

学
校
の
理
科
実
験
室
の
み
で
は
限

度
が
あ
る
。
実
験
室
を
使
用
し
な
く
て

す
む
地
学
、
生
物
等
の
分
野
を
開
拓
し

希
望
者
全
員
の
受
け
入
れ
を
検
討
す
る
。

　
　

現
在
、
実
験
に
必
要
な
器
具
、
材

料
等
の
費
用
は
大
学
側
で
負
担
し
て
い

る
。
学
生
へ
の
バ
イ
ト
代
を
含
め
て
50

万
円
程
度
の
予
算
確
保
が
で
き
な
い
か
。

　
　

必
要
経
費
と
し
て
予
算
要
求
す
る
。

　
　

こ
れ
か
ら
も
理
科
実
験
を
お
願
い

す
る
な
ら
ば
、
両
先
生
と
の
個
人
的
関

係
に
よ
る
の
で
は
な
く
両
大
学
と
協
定

を
結
び
そ
の
中
で
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

埼
玉
大
学
と
は
、
す
で
に
包
括
的

連
携
協
定
が
あ
る
。
そ
の
中
で
可
能
か

検
討
す
る
。
東
京
理
科
大
と
の
連
携
協

定
の
締
結
に
つ
い
て
は
今
後
努
力
す
る
。

　
　

理
科
を
含
む
３
教
科
の
全
国
学
力

テ
ス
ト
、
市
内
校
と
県
平
均
と
の
比
較
。

　
　

小
学
生
は
理
科
が
県
平
均
レ
ベ
ル
、

国
語
と
算
数
の
Ａ(

基
礎)

、
Ｂ
（
応
用
）

は
県
平
均
以
下
。
中
学
生
は
国
語
Ｂ
と

数
学
Ｂ
は
県
平
均
レ
ベ
ル
。
国
語
Ａ
と

数
学
Ａ
及
び
理
科
は
県
平
均
以
下
。

　
　

教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い

て
は
以
前
に
も
質
問
し
、
機
会
あ
る
ご

と
に
要
望
も
し
て
き
た
。

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
校
舎
で
は
４

階
の
室
温
は
36
度
か
ら
38
度
く
ら
い
ま

で
上
が
る
と
聞
い
て
い
る
。
文
科
省
の

「
学
校
環
境
衛
生
基
準
」
で
は
教
室
の

温
度
は
10
度
以
上
30
度
以
下
が
望
ま
し

い
と
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
勉
強
に
集
中
で
き
る
環
境
を
整

え
る
と
い
う
こ
と
は
、
行
政
の
責
務
で

あ
る
と
考
え
る
。
秩
父
地
域
で
も
設
置

さ
れ
て
な
い
の
は
当
市
だ
け
と
い
う
状

況
に
な
っ
て
き
た
。

　

平
成
23
年
度
の
決
算
書
を
見
て
も
、

13
億
２
千
４
百
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て

い
る
が
、
ど
う
し
て
こ
の
お
金
を
子
ど

も
た
ち
の
学
習
環
境
を
整
え
る
た
め
に

使
え
な
い
の
か
。

　
　

猛
暑
日
に
授
業
を
短
縮
す
る
。
通

風
に
努
め
、
壁
面
緑
化
な
ど
で
環
境
に

配
慮
し
て
い
る
。
耐
震
補
強
を
進
め
て

い
る
現
段
階
で
は
設
置
は
困
難
で
あ
る
。

　
　

こ
の
問
題
は
広
域
組
合
の
問
題
で

あ
る
が
、
大
規
模
改
修
工
事
を
日
立
造

船
に
発
注
し
た
こ
と
つ
い
て
多
く
の
市

民
か
ら
不
審
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
の

◎
教
員
対
象
「
理
科
実
験
」
の
企
画

◎ 

市
庁
舎
、
市
民
会
館
設
計
の
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
進
行
状
況

◎ 

ジ
オ
パ
ー
ク
の
交
通
ア
ク
セ
ス
整
備

状
況
と
現
地
ガ
イ
ド
養
成 物理実験教室

改修が予定されているクリーンセンター

で
代
弁
し
て
質
問
す
る
。

　

賠
償
金
７
億
４
千
４
百
万
円
で
和
解

し
た
ば
か
り
の
日
立
造
船
に
、
な
ぜ
随

意
契
約
で
約
20
億
円
も
の
工
事
を
発
注

し
た
の
か
。
ま
た
技
術
が
進
歩
し
た
現

在
、
他
社
で
で
き
な
い
工
事
で
は
な
い

と
思
う
が
他
社
に
は
照
会
し
た
の
か
。

市
民
の
納
得
で
き
る
説
明
を
願
い
た
い
。

　
　

当
業
者
は
施
設
全
体
の
状
況
を
把

握
し
て
い
る
の
で
適
切
な
工
事
が
で
き

る
と
判
断
し
た
。
他
の
メ
ー
カ
ー
へ
の

問
い
合
わ
せ
は
し
て
い
な
い
。

化学実験教室

「
理
科
お
も
し
ろ
実
験
教
室
」

本
年
度
の
新
展
開
と
将
来
の
目
標
と
発
展

新
風　

新　

井　

重
一
郎

普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

新　

井　

康　

一

答 問

答

問 問答●
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修

答 問答 問答 問
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秩
父
市
の
実
施
状
況
は
。

　
　

生
ワ
ク
チ
ン
は
ご
く
ま
れ
に
ポ
リ

オ
に
か
か
っ
た
時
と
同
じ
症
状
が
出
る

場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
海
外
で
使

用
さ
れ
て
い
る
「
副
作
用
が
少
な
い

と
さ
れ
る
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
」
の
単
独

ワ
ク
チ
ン
へ
９
月
１
日
か
ら
変
更
す
る

事
を
国
が
４
月
に
決
め
た
。
こ
の
不
活

化
ワ
ク
チ
ン
は
４
回
の
皮
下
注
射
（
１

期
初
回
接
種
は
20
日
以
上
あ
け
て
３

回
、
２
期
追
加
接
種
は
初
回
接
種
の
終

了
後
、
６
か
月
以
上
あ
け
て
１
回
が
必

要
で
、
保
護
者
へ
の
説
明
も
新
生
児
訪

問
や
乳
幼
児
検
診
時
に
事
前
に
行
う
な

ど
準
備
も
進
め
、
す
で
に
、
９
月
１
日

か
ら
秩
父
郡
市
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、

指
定
医
療
機
関
で
の
接
種
を
開
始
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
現
在
国
で
は
、
単
独

の
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
と
は
別
に
、
国
内

開
発
の
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
咳
、
破
傷

風
の
「
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
」
に
不
活

化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
加
え
た
「
４
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
」
を
11
月
１
日
か
ら
実

施
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

単
独
の
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
導
入
と
同

じ
よ
う
に
、
郡
内
４
町
と
統
一
内
容
で

医
師
会
に
お
願
い
し
、
実
施
準
備
を
進

め
て
い
る
。
９
月
か
ら
単
独
の
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
で
の
接
種
を
始
め
た
方
、
11

月
か
ら
の
新
し
い
４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

で
の
接
種
予
定
の
方
に
対
し
、
接
種
方

法
や
接
種
間
隔
に
少
し
違
い
が
あ
る
た

め
、
正
し
く
接
種
が
で
き
る
よ
う
、
案

内
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
他
の
予
防

接
種
と
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
計
画
の
相
談

に
も
対
応
し
、
保
護
者
の
不
安
を
取
り

除
く
こ
と
も
含
め
て
準
備
中
。

　
　

中
心
市
街
地
の
オ
ア
シ
ス
化
に
つ

い
て
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

　
　

観
光
地
を
構
成
す
る
大
き
な
要
素

で
あ
る
。

　
　

永
田
通
線
、
桜
木
通
線
の
整
備
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
。

　
　

今
後
、
い
か
に
事
業
化
で
き
る
か

研
究
し
た
い
。

　
　

温
泉
掘
削
営
業
に
つ
い
て
は
。

　
　

温
泉
施
設
に
対
す
る
多
額
の
投
資

は
困
難
で
あ
る
。

　
　

日
本
一
う
ま
い
水
の
提
供
に
つ
い

て
は
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

　
　

日
本
一
う
ま
い
水
の
提
供
に
つ
い

て
は
検
討
し
た
い
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
条
例
や
計

画
は
市
民
の
中
に
浸
透
し
て
い
る
か
。

　
　

住
民
と
接
す
る
機
会
あ
る
ご
と
に

説
明
し
た
い
。

　
　

芝
桜
ま
つ
り
に
訪
れ
た
観
光
客
が

中
心
市
街
地
に
流
れ
て
来
な
い
こ
と
に

つ
い
て
ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

　
　

商
店
街
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
関
係

団
体
と
協
力
し
早
期
に
検
討
し
た
い
。

　
　

近
戸
町
の
崖
地
に
施
工
し
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
法
枠
工
と
モ
ル
タ
ル
吹
付
工

は
自
然
景
観
を
損
ね
て
い
な
い
か
。

　
　

傾
斜
が
急
な
た
め
、
現
在
の
施
工

の
方
法
し
か
で
き
な
い
。

　
　

１
年
間
で
ど
の
く
ら
い
崩
落
が
進

ん
で
い
る
の
か
。

　
　

対
策
工
事
施
工
区
間
で
の
崩
落
は

進
ん
で
い
な
い
。

　
　

秩
父
橋
付
近
の
崩
落
の
対
策
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

測
量
設
計
は
完
了
し
て
い
る
。
早

期
復
旧
に
向
け
て
地
権
者
と
交
渉
中
。

かわいい子どもたち

自然景観が損なわれる対策工

◎
滋
賀
県
大
津
市
を
は
じ
め
と
す
る

　
「
い
じ
め
問
題
」
に
つ
い
て

◎
本
庁
舎
等
の
取
り
壊
し
に
つ
い
て

ポ
リ
オ
の
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
接
種

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

出　

浦　

章　

恵

中
心
市
街
地
の
オ
ア
シ
ス
化
計
画
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ　

冨　

田　

俊　

和

問答

答 問問 答 問答問●
荒
川
の
自
然
景
観
の
保
全
に
つ
い
て

答答 問答 問問

答 問答問 答
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平
成
17
年
の
合
併
時
に
策
定
さ
れ

た
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
基
づ

き
、
第
一
次
秩
父
市
総
合
振
興
計
画
が

平
成
18
年
か
ら
27
年
ま
で
の
10
か
年
計

画
が
で
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と

課
題
は
ど
う
か
。

　
　

都
市
将
来
像
と
し
て
「
環
境
・
観

光
文
化
都
市
ち
ち
ぶ
」
を
か
か
げ
「
環

境
立
市
ち
ち
ぶ
の
推
進
」、「
山
を
蘇
ら

せ
る
仕
組
み
づ
く
り
」
を
推
進
し
た
。

「
観
光
資
源
と
機
構
の
充
実
」
と
し
て

秩
父
地
域
お
も
て
な
し
観
光
公
社
を
設

立
し
て
秩
父
地
域
全
体
で
観
光
を
売
り

出
す
仕
掛
け
作
り
を
し
た
。

　
　

バ
ス
路
線
な
ど
の
公
共
交
通
網
の

再
編
整
備
は
、
通
勤･

通
学
者
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
観
光
振
興
に
も
必
要
で
あ
り
、

秩
父
市
だ
け
で
な
く
地
域
一
帯
で
検
討

が
必
要
で
あ
る
が
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

周
辺
４
町
と
連
携
し
て
い
る
定
住

自
立
圏
構
想
の
中
で
協
議
を
進
め
る
。

　
　

秩
父
人
形
サ
ミ
ッ
ト
開
催
は
。

　
　

本
年
２
月
26
日
に
皆
野
文
化
会
館

で
古
く
か
ら
秩
父
に
伝
わ
る
白
久
串
人

形
・
横
瀬
人
形
芝
居
・
出じ

ゅ

牛う
し

人
形
浄
瑠

璃
の
３
団
体
が
一
堂
に
会
し
て
の
公
演

と
い
う
こ
と
で
、
会
場
は
満
席
の
盛
況

ぶ
り
で
あ
っ
た
。
平
成
25
年
度
は
、
秩

父
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
皆

野
町･

横
瀬
町
の
開
催
状
況
を
参
考
に

し
な
が
ら
秩
父
人
形
サ
ッ
ミ
ト
実
行
委

員
会
や
白
久
串
人
形
保
存
会
と
連
絡
を

密
に
し
、
３
回
目
が
秩
父
市
に
お
い
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
協
力
し
て
い

く
。

　
　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
内
容
方
針
で

あ
る
旧
大
宮
学
校
の
復
元
及
び
そ
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
元
来
教
育
施
設
で

あ
っ
た
こ
と
に
鑑

か
ん
が

み
、
秩
父
の
文
化
の

発
祥
お
よ
び
将
来
の
希
望
に
つ
な
が
る

施
設
と
し
て
、
秩
父
に
縁
の
あ
る
文
化

人
・
偉
人
、
伊
古
田
純
道
、
平
賀
源
内
、

小
野
蘭
山
、
江
戸
太
郎
、
宮
沢
賢
治
、

若
山
牧
水
等
の
業
績
、
歩
ん
だ
足
跡
の

紹
介
、
そ
れ
に
関
連
す
る
資
料
の
展
示

場
と
し
て
活
用
し
文
化
的
位
置
づ
け
の

場
所
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
方

は
。

　
　

旧
大
宮
学
校
を
復
元
し
た
場
合
の

活
用
方
法
は
、
指
摘
の
と
お
り
教
育
施

設
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
、
特
定
の

人
が
独
占
利
用
す
る
施
設
で
な
く
、
多

く
の
市
民
、
秩
父
へ
の
来
訪
者
が
学
び

集
え
る
教
育
関
連
施
設
と
し
て
活
用
で

き
る
施
設
と
す
る
ほ
か
、
縁
の
あ
る
文

化
人
、
偉
人
を
紹
介
す
る
施
設
と
し
て

の
活
用
、
ま
た
建
設
に
当
た
っ
て
、
フ

ラ
ン
ス
と
の
関
係
か
ら
フ
レ
ス
コ
修
復

画
等
を
基
に
フ
ラ
ン
ス
と
の
文
化
交
流

の
場
と
し
て
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　

公
有
地
取
得
基
金
の
使
用
に
つ
い

て
は
、
基
金
自
体
、
現
金
だ
け
で
の
保

有
に
限
ら
な
い
と
思
う
が
、
事
業
決
定

し
た
場
合
の
用
地
を
基
金
自
体
で
先
行

取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　

基
金
の
財
産
保
有
形
態
は
、
条
例

の
規
定
方
法
に
よ
っ
て
は
現
金
以
外
で

も
可
能
で
あ
る
。
現
在
は
、
基
金
で
の

土
地
等
の
先
行
取
得
は
想
定
し
て
い
な

い
が
、
今
後
、
土
地
と
し
て
財
産
を
保

有
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

復元が待たれる旧大宮学校

◎
秩
父
地
域
の
高
校
と
の
連
携
と
支
援

◎
生
活
道
路
網
・
幹
線
道
路
の
整
備

◎
市
立
病
院
の
充
実

秩父人形サミット（白久串人形芝居）

◎
市
営
馬
場
に
つ
い
て

◎ 

最
近
の
財
政
状
況
及
び
予
算
編
成
に

つ
い
て

第
１
次
秩
父
市
総
合
振
興
計
画

市
民
ク
ラ
ブ　

浅　

海　
　
　

忠

腰
田
堀
西
側
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

彩
政
会　

松　

澤　

一　

雄

問答問答

答 問問

答

●
秩
父
人
形
サ
ミ
ッ
ト

問答

●
基
金
の
活
用
状
況
に
つ
い
て


